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故防止対策

) 工種別（橋梁工事）事故防止対策の検討

方針

５． 平成１９年度建設工事事故防止のための重点

対策の概要

６． おわりに

の２部構成になっており，前編は７月号で，後編

は８月号にて掲載しております。

! その他の重点対策について

その他の重点対策として，本文では重機事故防

止対策および建設業労働安全マネジメントシステ

ムの導入について報告します。

! 調査方法

これまでの調査と同様に直轄工事を対象に無作

為抽出し，元請企業に対してアンケートを実施し

ました。回答が得られた１３１件についてとりまと

めたものです。

" 調査結果

１） 重機事故防止重点対策としてのステッカー運

動について

ステッカー運動の実施率は，図―１１のとおり

で，６０％を超える実施状況となっていますが，平

成１７年に比べ減少傾向がみられます。

建設工事事故防止重点対策の
フォローアップ調査と
今後の対策に向けて!

国土交通省大臣官房技術調査課
もり た ひろし

課長補佐 森田 宏

図―１１ ステッカー運動の実施状況
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２） 建設業労働安全衛生マネジメントシステムに

ついて

建設業労働安全衛生マネジメントシステム

（COHSMS）の導入状況は，図―１２のとおりで，

７割の企業で「導入している」または「導入を検

討中」となっています。

また，企業のランク別で見ると図―１３のとおり

で，Aランクに比べ，B，Cランクは導入率が低

い状況となっています。

# 今後の方針

重機事故防止についてはステッカー運動を継続

実施するとともに，次項で述べるヒューマンエラ

ー対策も含め，検討を進めることとしています。

また，建設業労働安全衛生マネジメントシステ

ムについては，「理解しがたい」「手間がかかる」

および「コストがかかる」などの意見があり，特

に小規模な企業で導入率も低いことから，導入可

能な運用方法について，関係機関と調整する必要

があると考えています。

! ヒューマンエラー（重機との接触）事故防

止対策

! 調査の目的および方法

ヒューマンエラーに起因する工事のうち，不注

意による重機との接触事故を防止する「作業員接

近感知・警報システム」を用いてモデル工事を実

施し，その適用条件，効果的な実施方法の検討を

行いました。

対象工事は，直轄工事の河川，道路および共同

工等の２７件を対象に，対象重機は「バックホウ」

と「タイヤローラ」とし，一定期間当該システム

を設置した作業を行った上で，装備を装着したオ

ペレータ，作業員および元請に対して，アンケー

ト調査を実施しました。

" 調査結果

アンケート調査結果は，図―１４，１５に示すとお

りで，バックホウおよびタイヤローラの双方につ

いて，オペレータ，作業員および元請のいずれも

が，「非常に効果がある」もしくは「効果がある」

図―１２ 建設業労働安全衛生マネジメント
システムの導入状況（H１８年度）

図―１３ 建設業労働安全衛生マネジメントシステム
の導入状況（企業ランク別）

図―１４ 危険防止効果（バックホウ）
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が７０％以上となっています。

しかし，一方では誤作動に対する信頼性等の問

題点も挙げられています。

" 今後の対応方針

アンケートによると，特定の現場条件（狭隘，

輻輳，夜間）では特に有効性が高いという評価が

得られました。当システムについては，重機と作

業員との接触事故防止に一定の効果が期待できる

ことから，今後は各事業者が工事の作業条件や作

業内容に応じて適切に使用できるよう改良を図り

つつ，普及を進める必要があると考えています。

! ヒューマンエラー（近道・省略行動）事故

防止対策

! 調査の目的および方法

ヒューマンエラー（近道・省略行動）について

は，「所定の昇降施設を使わず足場を昇降する」

「安全通路を通らず法面の小段を通行する」こと

に起因する事故防止に着目し，行動心理による近

図―１５ 危険防止効果（タイヤローラ）

図―１６ 近道・省略行動の有無と頻度（作業員・職長アンケート）

図―１７ 近道・省略行動の実施理由
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道・省略行動の要因を分析しました。

対象工事は，橋梁下部や法面工事など，足場，

昇降設備，小段通路などを有する直轄工事で，各

整備局から１０件程度抽出し，作業員・職長および

現場代理人にアンケートを実施しました。

" 調査結果

１） 作業員，職長のアンケート結果

アンケート結果は，図―１６のとおりで，近道・

省略行動の有無と頻度については，いずれの工種

についても４～７割が近道・省略行動をとったと

回答しています。

また，近道・省略行動を行う理由については，

図―１７のとおりで，いずれについても，「事故や

けがの起きる可能性はないと思った」が最も多く

なっています。

２） 現場代理人へのアンケート結果

現場代理人は約７％が近道・省略行動に起因し

た事故を経験したと答えています。近道・省略行

動をとりやすい作業員の有無については約８０％が

「いる」と答えており，「若くて経験のない人」

「自信過剰な人」「熱中して周りが見えなくなる

人」といった回答が多くありました。また，有効

な対策については，図―１８のような回答を得てい

ます。

# 今後の対応方針

近道・省略行動を防止するため，これらの行動

に起因する要因分析を行い，発生要因を踏まえた

対策について引き続き検討することとしていま

す。

! 工種別（橋梁工事）事故防止対策の検討方

針

! 調査の方法

橋梁工事の事故防止対策については，公共工事

を対象に蓄積されてきた「事故データベース」を

使用し，調査を実施しました。調査期間は平成１２

年から１７年までのデータを用いています。

図―１９ 工種別事故件数の割合（橋梁工事）図―１８ 近道・省略行動防止に有効と思われ
る対策（現場代理人アンケート）

図―２０ 橋梁工事の事故分類
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! 調査結果

１） 建設工事に占める橋梁工事の割合

建設工事に占める橋梁工事の事故の割合は，事

故件数，被災者ともに６％を占めており，１０年間

で２０４件が報告されています。

橋梁工事における工種別の事故件数は，図―１９

のとおりで，橋梁下部工が最も多く約６６％を占

め，次いで PC上部工，鋼橋上部工がそれぞれ１２％，

１１％となっています。

２） 橋梁工事事故の特徴

橋梁工事事故の特徴を図―２０に示しています。

橋梁工事では，工事事故全体に比べ，「墜落」や

「飛来落下」の割合が多く，特に，橋梁上部工に

おいては，当該２原因で約５５％を占めています。

３） 今後の対応方針

橋梁工事における事故の特徴としては，墜落事

故や近道・省略行動に起因するものが多いことか

ら，既存の対策を周知徹底するとともに，ヒュー

マンエラー（近道・省略行動）防止対策において

検討することとしています。

平成１９年度建設工事事故防止の
ための重点対策の概要

国土交通省では，建設工事事故対策委員会での

検討結果などをもとにして，毎年度，事故防止の

ための重点対策に関する通達を直轄工事を対象に

発出しています。また，事故防止は直轄以外の発

注者あるいは関連業界の協力が重要であるため，

他の発注者あるいは各業界団体に対しても同通達

を送付しています。

「平成１９年度における建設工事事故防止のため

の重点対策の実施について」の通達の概要は表―

２のとおりです。

おわりに

前編の最初の項で記載しましたように，建設産

業の死亡・死傷者数は，年々減少傾向にあります

が，まだまだ多くの建設労働者が事故の犠牲にな

っています。

建設工事事故防止は，請負業者の責任において

実施する訳ですが，最終的には現場で従事する作

業員一人一人の意識の問題に帰着すると言えま

す。

ちょっとした油断・すきが一生を左右する事故

や，場合によっては大きな社会問題を引き起こす

ようなケースも考えられます。

発注者と受注者である各建設業関係者の双方が

実効性ある事故防止対策について，スパイラルア

ップしていく必要があると考えています。

表―２ 平成１９年度建設工事事故防止のための重点
対策

% 発注者が実施する対策
１． 足場からの事故防止重点対策
２． 法面からの墜落事故防止重点対策
３． 交通事故防止重点対策
４． 工事全般にわたる事故防止重点対策
５． 工事事故防止に係る広報活動の推進
６． 安全活動の評価
& 関係業団体が実施する対策
１． 足場からの墜落防止重点対策（平成１３年度からの
継続対策）
! 「手すり先行工法に関するガイドライン」の適
用の推進
" 足場施工計画の充実及びチェックリスト等によ
る足場点検の強化

２． 法面からの墜落事故防止重点対策（平成１４年度か
らの継続対策）
! 施工計画での親綱設備計画の徹底
" チェックリスト等による親綱・安全帯の点検
# 昇降設備の設置の推進
$ 法面施工管理者の資格取得

３． 重機事故防止重点対策（平成１３年度からの継続対
策）
! ステッカー運動の推進
" 重機との接触事故の防止対策の推進

４． 交通事故防止重点対策（平成１３年度からの継続対
策）
! もらい事故対策工の推進

５． 各種事故共通重点対策
! 現場管理者，技能者，建設従事者等を対象とし
た安全教育の推進
'ア建設従事者に対する安全衛生教育の実施
'イ技能者等に対する再教育の推進
'ウ現場管理者等に対する教育の推進
'エ工事完成時に安全教育の受講状況を発注者に提
出するよう働きかける

" 建設マネジメントシステム等の導入の推進
# 表彰制度の推進
$ 工事事故防止に係る広報活動の推進
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